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昭和 13年10月27日
10時 09分頃の爆護

く11)時 13分 30秒〉

I民ー煙の高度は海抜約 9，000米と推測される

浅間 [/1 爆後潟異 (其の 1)

(10時 16分〉

く前橋測候所 久保撮影〉



浅間山爆設弱異 (英の 2)

Clon寺28 ~分〉

C10時 425-;) 

く前橋測候所 久保撮影〉



昭和 13年
11F15E 稲 島野、 東 方 沖地 震記 象 (共のわ

'筑 波 . 叫t く強震計，倍率 2x().6) 

東 京 (強震計，倍率 1火0.6)

島 く強震計，倍率 1x 0.6) 



ET3f耐i島 豚東方沖地 震 記象 (其の 2)

(17時 40分頃の地震j

長 野く法震計，倍率 2x 0.45) 

117時-13分頃の地震 )

名 瀬(ウィーヘルト式地震計，倍率 80x 0.45) 

(19時 50分頃の地震)

前 橋(強震計，倍率 2x 0.45) 



討和 I~ 年 ー 凸 -

11月 5EI ffi前 島取東 方 ~ I II 地震記象(其のめ

P 

( 19時 50分頃の地震〉

杭 - 漬 (強震計，倍率 2x 0-45) 

湖 ~IIII (ウィー〈ん卜 式地震計，倍弔 80x 0.45) 

屋 久 島くウィー へ7L-ト式地震計，倍率 SOx0.45) 



昭和 13年 ー . 
11月 5口市高島将、東方 N'地震被害局員 〔其の 1)

一 一 ー 頃~ r--..... ~町一ー

都 1岡ご稿島市松齢橋の街燈く被害なきもの〉 部(12岡 踊島市松齢橋のがi!隈柱。3切断された筒j訴を示・ナ

背~ 3問 調島j際浪江町p 石造建倉庫の崩壊 書~ 4闘 踊島;探浪江町，上蔵迭の家屋の破損

(f~摂 ・ 小磯報告附闇〉



昭和 1~ 年11月 5日稿島鯨東方沖地震被 害弱異 (共の 2)

策 5闘 繭島j際撃を葉郡請戸村，請j三橋の橋 当主 9闘 福島j際石城郡江名IH了大字折戸の家尾
桁の端の被害

ザ

寄ぷ

策 G閲 盟屋崎-燈蓋の崖崩れ

と煉瓦塀の破損

眠、岡崎

舘 7闘 躍屋l時燈憂のよ詳の亀裂

の裏山の崖崩れによる被害

、松

策 8闘小名漬港魚市場旬li装
道路の亀裂

く鷺坂 ・/J、磯報告附闘〉



tl(]ギn14 ~f-' 
5 MlI1.秋同鯨男鹿牛島地 震被害 応毘 (某の 1) (党坂，彼佐谷ノド樺，rlr本特;!?附問

(篤良 1) 先{r川港利回j刑'二於て，f到~m方 :'11 S200yy 

く寝良 3) 船;11港の山崩れ街道を埋め，路傍の

家が押上げられた

く寓民 2') f.H}川地に於ける倒m泳Jri

く主客員 4) 霧長 3 の山崩れの上の貯ノJ，;j: I，~ 0) 

破接，ζ れは地中にあったもの



PT ?告秋田豚男鹿牛島地 震 被害潟員 (英の号).(蒋;借金告附)
て1

く寓長 5) 舶川地11庁金川倒潰家屋，一階が潰れてゐる (寓民 7) 舵川港IUJ羽立比詰橋破損，

白黒占線は道路面を表す

く霧員 6) 加川港町羽立附近の倒潰家屋， く寓員 8) 加川港町仁井山に於ける

一階が潰れて街道に乗出した ・ 盛土新道の亀裂



昭和 14年 r ff'.. 'J ¥ (鷺坂，波佐谷 、
5月 1日秋田勝男鹿半島地震被害潟異 f其のめ (宇津，山本報告附闘j

(霧良 9) 加川港町仁;1-ド山に於け る墓石の轄倒， く篤異10) 男鹿中村小企日ゾ1I右岸の山崩れ，

殆んど線て倒れた 切断された面，左が劃jいた部分 、

L寓民 11) 寓員 10の遠景，Aが動いた部分， Bの切断面は殆ど卒面であ'るが Aの
切断面は比較的Bの側に凸であった，右手にも山崩れが見えてゐる



陥和 14年
5月 1日秋田鮮、男鹿半島地震被害潟異 (其の 4) (糊，波佐谷宇津，111本報告附圃

，0事長12).男鹿中村小噌川ii.岸の地すべりで一二つの ×印
は切断された一本の電柱の上部と下部とであ

る，人の立ってゐる面が銑肌である

ぐ寓民 13) 相川部落の外れより 北浦方面
を眺む，畑を崩し街道を切 り

見渡す限り土摸の荒波である

く潟異 14) 北i甫の相川寄 りの地知，志方海岸側が崩れ
たEめ新道が崩れ左方に移動したと同時に
l自説 して民家が崩接した，霧長 15参照

く寓民 15) 馬民 14とIi'lJじ地鮪，日鮪は新道の元の
位置，道路の移動l治法が明瞭である，寓員左側が
海岸で山崩れが甚だしい， 此虞は其の延長である



FT子T秋間照男鹿半島地震被害弱買 f其の 5) (慨波佐谷乍津，山本報告附岡

く馬民 16) 北浦示rl'jitf::に以、ける;殴舘の11等倒.其の

方向は大楠 ，V300N であった

〈寓員 18) 男鹿中村演間口に於ける倒民家屋

く湾民 17) 児臨IF'村損Ilii口附近の足跡jれ，闘形に州の中に
JI~込んでゐる，此の係諸Lは海 1 トl に 佼 してゐる

く篤長 19) 演間円 より五型合村安田へ

山越し途中の陥佼，後方で

も紛れてゐるのが見える



F275欣 司探 男鹿宇岳地震被害潟寛 ぐ其の 6)(韓:常設告附圃)

(寓民 :W) 五型合村安田附近の遭の破壊，

此の道は特に盛ことで柔かし、所であった

(篤員 21) 安田に於ける倒潰家屋，此謹

は古い茅茸屋根が多い

L湾民 22) 五里令村箱井に於ける道路の
亀裂，相首固い地盤で、あった

く寓買 23) 脇本村百川に於ける道

路の亀裂，貨.中に深〈

長〈 根強い感があった

〈篤農 24Y~ 脇本村樽揮に於け
る貯水池堤防の亀裂，向
ふに山崩!(Lが見えて右手
代水が携え られてゐる



??!?if秋附収見鹿半島地袋被害応民 (其の 7) (糊 ，彼佐谷中探， 1-11本報告;-m闘)
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山良寓 (寓員 28) 排戸村倒償

家尾

に寓長 26) JWJ本騨前の家屋倒潰，こ
れは田岡を埋立てたWi-で
地盤が柔かい
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